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X72a 赤方偏移 7.9の原始銀河団A2744-z7p9ODのメンバー銀河の星間媒質 II
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原始銀河団の研究は、銀河の環境効果のメカニズムを理解する上で重要である。我々はこれまで、赤方偏移 7.9
に存在する原始銀河団A2744-z7p9ODに注目し、JWSTによる観測データを活用してメンバー銀河の星間媒質や
星形成活動を調査してきた。その結果、同原始銀河団のコア領域に属しているメンバー銀河は、輝線比O32(log([O
iii]λ5008Å/[O ii]λλ3727,3730Å)) ∼ −0.1 - 0.4であり、同じ時代にある典型的な天体と比較して∼ 0.8 dex低く、
z ∼ 3の典型的なライマンブレイク銀河と同程度の値をとることが明らかになった (2024年春季年会 X10b)。ま
た、コア領域に属しているメンバー銀河はコア領域に属していないメンバー銀河と比較して、星質量、ダスト減光
量AV が高く、直近の星形成活動が控えめな傾向を示すことが明らかになった。これらの結果は、同じ原始銀河
団に属する銀河でも、コア領域の内外でその性質に違いがあることを示唆している (2024年秋季年会X34a)。本
研究では、同原始銀河団のメンバー銀河の各物理量間の関係を調査し、同じ時代にある典型的な天体から導出さ
れる標準的な関係との比較を行った。その結果、コア領域に属するメンバー銀河は、星質量-金属量の関係では標
準的な関係に概ね従う一方で、O32と他の物理量 (星質量、金属量、比星形成率)の関係においては標準的な関係
から外れる傾向を示すことが明らかになった。本講演では、得られた結果を用いて本天体の性質を高密度領域に
おける銀河の成長に関連づけて議論する予定である。


